
社会参加のあり方 2017/7/18 藤原佳典提供

¨血清アルブミンが高い

¨足が丈夫

¨短期の記憶力が良い

¨主観的健康感が高い

¨社会参加が活発

¨太り方は中程度

¨タバコは吸わない

¨酒はほどほど

¨血圧は高からず，低からず

¨血清コレステロールは高か
らず，低からず

東京都老人総合研究所長期縦断研究（TMIG-LISA）（２０００）：健康長寿の１０か条より
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なぜ、社会参加か？

高齢者の高次生活機能の加齢変化

Fujiwara Y, et al. Arch. Gerontol. Geriatr. 2003;36:141-153.
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障害高齢者
(10%)

要援護高齢者
(10%)

典型的高齢者(60%)

恵まれた高齢者(20%)

就労

ボランティア活動

生涯学習・自己研さん

友人・知人との交流 近所づきあい

デイサービス 4
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65.5%
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43.0%
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61.6%

図．就業の有無別にみた都市及び農村の在宅高齢者の基本的日常生活動作（BADL）の累積障害率
Fujiwara, Y. et. al.: Geriatr Gerontol Int 2016; 16: 126–134

高齢者の就業が生活機能の維持に及ぼす意義
就業21.2%
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高齢求職者のジレンマ 発想の転換を！
アクティブシニア就業支援事業（東京しごと財団）

ASS利用者(n=103)
当該区民調査の一般求職高齢者(n=3002)
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高齢者就労のめざす、三方よし
Ø 「売り手良し、買い手良し、世間良し」

高齢者に良し（感謝される・健康に
良い働き方の探索）

＋雇用者・客に良し（成功事例の分析・総括）
＋地域社会に良し（地域施策と連動）

高齢者就労支援研究プロジェクトESSENCE研究会からの提言(2017/1/22)
https://sites.google.com/site/elderlyemployment/home

Ø 誰でも、長く、安心して：地域密着型
（地元事業所、保育、介護、コミュニティビジネス等）
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要援護高齢者
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ボランティア活動
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ＮＰＯ、地域活動等のめざす、三方よし

Ø 「売り手良し、買い手良し、世間良し」

高齢者に良し（いきがい・健康）
＋依頼者・受け手に良し（相手の満足）
＋地域社会に良し（地域施策と連動）

Ø 誰でも、長く、安心して：地域密着型
（地縁組織、NPO、任意団体：ボランティア・
学習等）
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ＮＰＯ、地域活動等の課題
Ø 健康・介護予防無関心層へどうアプローチするか？

⇒生涯学習、趣味、まちづくり、シルバー人材を入口

Ø 継続と拡大するタフな自主グループを育てる

⇒多世代型ソーシャルキャピタル醸成：相互支援する団体をつ
なぐ

Ø 脱縦割り－「わが事・まるごと共生社会」へシフト

⇒高齢、子ども・子育て、障害、貧困、外国人・・・を包括す
る活動へ
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・地域への波及効果が低い

・事業やグループ活動が先細り

厚労科研費 健康安全・危機管理対策総合研究事業「地域保健事
業におけるソーシャルキャピタルの活用に関する研究」 （平成２５
年度研究代表者藤原佳典）

多世代型アプローチの重要性
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2004~モデル版

Ø 東京都中央区（都心部）27名→40名

Ø 川崎市多摩区（住宅地）22名→45名

Ø 滋賀県長浜市（地方小都市）21名→95名

Ø 杉並区、横浜市
青葉区、豊島
区、文京区、大
田区

2006~普及版
Ø 北区、板橋区、

練馬区、千代田区、

府中市

2015~

http://www2.tmig.or.jp/healthpromotion/reprints/
about.html

Ø 狛江市、

Ø 秋田県北秋田市

2017~
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内閣府高齢社会対策サイト(H19)

中央区教育委員会より表彰(H27) 14



絵本は脳トレの宝庫：安・近・深

Ø主人公が高齢者多い

Øメッセージ性

Ø多種多様、無尽蔵

Ø借りれば無料

Ø近くの図書館で
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第9回以降 グループ発表会の準備，実演

第2-3回 忘れられない絵本，自分を知る
•絵本の記憶の掘り起こし，伝えるという技術について

第4回 読み聞かせに必要な体づくり
•柔軟体操から呼吸法、発声と滑舌

第5-6回 読み聞かせの練習
•読解と表現，文章理解と感情移入

第7-8回 読み聞かせ発表会
•個別発表会，自己採点・講評

第1回 今読まれている絵本について
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ボランティ
アの１週間
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24ヵ月後時点においても維持

前期介入群

後期介入群

Ø自主活動（ボランティア）70％継続へ

受講前

自主活動

Suzuki et al.BMC-Geriatr 2015
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文化活動だけど体力も維持！
―７年間の長期効果―

Sakurai et al. (2015) Arch Gerontol Geriatr

介入群(ボランティア)62名、対照群100名を7年間追跡
介入群 対照群

前のめりバランス(cm)

介入前 7年後 介入前 7年後

近隣子供との交流者(％) 知的能動性維持・向上者(％)

【結論】動的バランス能力、世代間交流頻度、知的活動能力が維持・改善

p = 0.013 

p = 0.003 

p<.001
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介入群 対照群 ※交絡因子を調整
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子どもへの効果
p<0.05

p<0.05
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介入開始時(初回調査） 介入開始6ヵ月後(第二回調査） 介入開始1年後(第三回調査)

情緒教育 の効果 児童のいだく高齢者イメ ジの変化
(点)

性，祖父母等の高齢者との交流経験総得点，社会的望ましさ尺度短縮版を調整した。統計上有意差あり。引用：藤原他．日本公衆衛生雑誌2007/9を改変

「読み語り」によ
く参加した児童

「読み語り」にあまり
参加しなかった児童

【読書教育への効果】「読み語り」しても
らった絵本で心に残る本や，再び，自分で
読み直した本が増加。

【情緒教育への効果】「読み語り」に頻回
に参加した児童は，高齢者に対する情緒的
イメージが1年間以上維持。

藤原他、日本公衛誌2007
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学校行事への奉仕・協力に対する保護者の負担感が軽減した

良

劣

注）保護者の年齢、学区内居住年数を調整した、二元配置分散分析を用いた。 藤原他、日本公衛誌2010
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導入開始時 6ヶ月後 12ヶ月後 18ヶ月後 24ヶ月後

物理的負担の軽減度：低学年

同 ：中学年

心理的負担の軽減度：低学年

同 ：中学年
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多様なステークホルダーとの相互関係「りぷりんと・ボランティア」モデル

社会福祉協議会
ボランティアセンター

公立図書館

NPO(他エリア
のりぷりんと)

生涯学習課学校教育課

教育委員会

学
校

りぷりんと

ボランティア

PTA

自治会
町会

老人クラブ

既存のボランティア

技術支援

健康・生活支援

公衆衛生情報2007;37:12-15より改編.

高齢支援部局
地域包括・

研究協力・
学術的支援

新人研修・
課題共有

運営支援

都健康長寿C
（学術機関）

広報支援
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